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「大人のむし歯凋査四紬果軋i告
ー弥彦村フッ化物洗口50年の検証一
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新潟県の子ども達のむし歯数は 21年連続で全国最少となっています。 では、大人に

なってからもその効果が持続しているのかどうか？その検証をするため、「大人のむし

歯調査」（令和2年度厚生労働省事業）を行いました。 歯科検診を含めた今回の調査参

加者は新型コロナウイルスの影響もあり232名と想定より少ない数となってしまいまし

たが、調査結果がでました。
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調査対象者は弥彦村での小児期の予防方法に基づいて3つのグルー プ

に分け、 それぞれのグルー プ内で、 予防方法を経験して育った人と経験

していない人とを比較しました。
緒累輻告！

『大人のむし薗調査』の結果、分かったこと

小児期のフッ化物洗口によるむし歯の予防効果は、 大人になっても

予想以上に持縞していることが分かりました。

今回の調査を行う前は小児期に行ったフッ化物洗口の効果は大人になった後までは続か

ないと予想していましたが、 調査結果は予測と違い小児期のフッ化物洗口が大人になった

後も一定の効果を持ち続けていることが分かりました。

この結果をより詳細に検討するために、 令和4年度に対象人数を拡大した上で、 同様の

調査を予定しています。 是非こ協力いただきたいと思います。

2020年度に厚労省から口腔衛生学会への委託事業であった、新潟県弥彦村での学童期のフッ化物洗口の成人への

効果検証の報告が、厚労省のページにアップされました。

口腔保健に関する予防強化推進モデル事業（令和2年度委託事業）
https://www.mhlw.go.jp/content/000816585.pdf

東京歯科大学田口円裕教授（元厚生労働省歯科保健課課長）

国が実施しているモデル事業のひとつである本調査で、学童期における集団での 
フッ化物洗口のむし歯予防効果が、長期間にわたりに継続しているという結果が得ら
れました。 全国初の弥彦村での事業が、50余年の時を経て、わが国で新しいフッ化 
物応用の方策の提言に寄与できることは、非常に意義深いものです。本調査にこ協力 
いただいた皆さま方、また調査に関わったすべての方々に御礼申し上げます。
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